
	 3	 分析対象労働者の感染リスクに関する状況

●勤務時は、重点的に分析を行う３業種のほか、「生活関連サービス業」等で感染リスクが高
いと感じる者の割合が高く、地域差はあまりないが、通勤時は、いずれの業種でも「東京
23区、大阪市、名古屋市」の方が感染リスクが高いと感じる者の割合が高い
ここまで感染拡大下における労働者の忙しさの状況についてみてきたが、続いて、業種によ
る感染リスクについて、その感じ方の違いをみていく。
第２－（１）－35図は、緊急事態宣言下（2020年４～５月）における労働者の感染リスクの感
じ方について、勤務時（職場）と通勤時での状況を業種別・地域別に比較したものである。地
域別については、東京23区、大阪市、名古屋市の３都市とそれ以外の地域とで比較している。
これによると、勤務時では、分析対象業種計でいずれの地域も感染リスクが「非常に高い」「あ
る程度高い」と感じる者（以下単に「感染リスクが高いと感じる者」という。）の割合が６割
程度となっている。業種別にみると、「医療業」「社会保険・社会福祉・介護事業」「小売業（生
活必需物資等）」のほか、「生活関連サービス業」等で当該割合が比較的高く、地域によっては
７～８割程度となっている。一方、地域別にみても、業種による違いはあまりみられない。
また、通勤時では、分析対象業種計を含め、いずれの業種でも「東京23区、大阪市、名古
屋市」の方が感染リスクが高いと感じる者の割合が高くなっている。都市部において、公共交
通機関での通勤等により感染リスクを感じる者が多いことがうかがえる。
なお、分析対象業種以外の業種も含め感染リスクの感じ方の傾向をみるために、第２－（１）－
36図により、ＪＩＬＰＴ個人パネル調査の結果をみてみる。民間企業雇用者について2020年
７月の最終週現在での仕事上（職場やこれに準じる場所や通勤経路）での感染不安の状況につ
いて地域別にみると、いずれの地域でも、約３分の２の労働者が感染不安を感じていると回答
している。単純比較はできないが、第２－（１）－35図の分析による分析対象業種計の労働者と
おおむね同程度の割合の労働者が仕事上で感染不安を感じていることがうかがえる。
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第２－（１）－35図 業種別・地域別にみた感染リスクの感じ方（労働者調査）

○ 　労働者の勤務時（職場）と通勤時の感染リスクの感じ方について、業種別・地域別に2020年４
～５月の状況についてみると、勤務時では、分析対象業種計でいずれの地域も感染リスクが「非常
に高い」「ある程度高い」と感じる者の割合が６割程度となっている一方、「医療業」「社会保険・社
会福祉・介護事業」「小売業（生活必需物資等）」のほか、「生活関連サービス業」等で当該割合が地
域によっては７～８割程度と高い。一方、地域別にみても、業種による違いはあまりみられない。

○　通勤時では、分析対象業種計を含め、いずれの業種でも「東京23区、大阪市、名古屋市」の方が
「非常に高い」「ある程度高い」と回答した者の割合が高い。
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資料出所　（独）労働政策研究・研修機構「新型コロナウイルス感染症の感染拡大下における労働者の働き方に関する調
査（労働者調査）」（2021年）をもとに厚生労働省政策統括官付政策統括室にて独自集計

（注）　１）「緊急事態宣言下（2020年4月～5月）、2020年9月～10月及び直近（2021年1月）において、出勤した場合
の感染リスクは出勤しない場合（在宅勤務を含む）と比べてどの程度高いと感じましたか。①通勤時の感染
リスクと②職場（勤務時）の感染リスクとで分けて、お答えください」と尋ねたもの。

２）地域区分は居住地域。

第２－（１）－36図 JILPT個人パネル調査の民間企業雇用者の地域別の仕事（職場や通勤経路等）上での感染不安

○　ＪＩＬＰＴの個人パネル調査の民間企業雇用者について、2020年７月の最終週現在での仕事上
（職場やこれに準じる場所や通勤経路）での感染不安の状況について地域別にみると、いずれの地域
でも、約３分の２の労働者が感染不安を感じていると回答している。

その他の地域

中部・関西圏

首都圏

（％）

とても感じている やや感じている あまり感じていない 全く感じていない 何とも言えない

資料出所　（独）労働政策研究・研修機構「新型コロナウイルス感染拡大の仕事や生活への影響に関する調査（ＪＩＬＰ
Ｔ第２回、2020年８月実施）」をもとに厚生労働省政策統括官付政策統括室にて作成

235

第
１
章
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